
1 政治家の脱税問題～裏ガネ問題の解決は
与党に意思なし、維新に能力なし

2 カルト宗教対策

4 大阪万博

5 大阪カジノ

3 能登半島被災地への補正予算編成

「政治資金の収支をすべて明らかにし、領収書がない
分は税金を払う」のが政治改革のスタートラインであり
再調査は不可欠。その上で大穴のあいた政治改革法
案の再改正ができるか？
 公明党 山口前代表が「同じ穴のムジナと言われたく
ない」と言いながら裏ガネ議員を衆議院に呼ぶのに反対。かばうことで自ら
同じ穴のムジナであることを証明。
 維新 最初は威勢が良かったが黒塗り領収書OKの政治改革法
案に衆議院で賛成の大きなミス。参議院で反対に回るもあとの祭り
で、橋下徹初代代表もX（旧Twitter）で激しく非難。

違法な勧誘を繰り返したとして文化庁が解散命令請求
し、財産流出に歯止めをかける「指定宗教法人」に指定した旧統一教会との
関係があった議員を政府・党役員に起用。本当に対決できるか？

能登半島では正月の地震直後からの初動の遅れ
に加え、補正予算を組まずに予備費対応とした
ために全体像が見えないまま復興の遅れにつな
がり、大雨災害の被害拡大の要因の一つにも
なりました。早急に補正予算を組めるか？
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　米国では１年かけての大統領予備選が有名ですが、日本で初めて総理大臣を決める準決勝ともいえる
与野党第一党の本格的な党首選挙が同時に行われました。あわせて13人の候補が日本の課題や政策の
優先順位を議論し、国民と共有する機会となり、結果、立憲民主党野田佳彦代表・自由民主党石破茂総
裁が各党員により選出されました。
　一方、大阪では維新が自ら調査した府民アンケートで「53%→28%」と支持率の半減を
公表。決勝である次回の衆議院総選挙は、政治家の脱税問題である【裏ガネ問題】や多数の
被害者を出した【カルト宗教対策】、初動から遅れた【能登半島被災地復興】などこれまで
積み残されてきた課題を解決するために政権交代を成し遂げられるか、国民の皆様ひとり
ひとりの選択にかかっています。

衆議院議員

政権交代で政治の大そうじ
「子どもたちの笑顔と未来のために」

＊政治活動用ポスター貼付、報告書ポスティング、ご寄付などのご協力をお願いします。
（お問合わせは、立憲民主党大阪16区総支部事務所まで）
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森山浩行の活動森山浩行の活動▼2017年～2024年9月   立憲民主党結党後の

情報連絡室・
対策本部設置 災害現地調査

（ボランティア含）

座談会

早朝配布

始発終電

だれでも参加できる形で
各小学校区をまわって開催中

16区内の17駅をまわっています

始発から終電まで
マラソン街頭キャンペーン
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災害対応

議員立法 堺の地元活動森山が提出者

ご協力のお願い

今後の争点

予算が当初の2倍超え、
工期が間に合わない、メタ
ンガス爆発発生、空飛ぶ車が飛ばず目玉がない、など課題が日々報じら
れる大阪万博の問題の根源は交通の便や地盤が悪く、ゴミからのメタン
ガス発生も指摘されていたにもかかわらず2016年大阪府が「知事の
意向」で決めた夢洲での開催。2005年愛知万博を見習い、縮小開催で
帳尻を合わせられるか？
維新 夢洲での開催決定とこれまで8年も無策のまま推進
してきたことを反省すべき。

そもそもギャンブル依存症など社会的問題
を引き起こす上、最初は海外のカジノ会社が
すべてのインフラを整備、外国人向けをメイ
ンに営業するはずだったカジノ計画。いまや
オンラインカジノの普及やコロナ禍などで儲
からないビジネスモデルに。
インフラを大阪で整備し、国際会議場の面積
はインテックスの3分の1以下。日本人をメイ
ンターゲットにする現在のカジノ計画は、日本にとっても大阪にとって
も推進するメリットは全くありません。
公明党 一貫してカジノIRを推進。森山は現代表の石井カ
ジノIR担当大臣（当時）に衆議院本会議で不信任決議を
提案。 

森山浩行の活動森山浩行の活動



伝統の祭りとまちづくり、文化財や文化などの
保護とともに著作権や日本が誇るアニメー
ションの制作環境の改善など、文化的な才能
を育成し流出を防ぐ政策に注力。
  

立憲民主党
大阪府第16区総支部長

Profile

《学歴》
●堺市立新金岡小学校入学／錦西小学校卒
●堺市立月州中学校卒（水泳部）
●大阪府立三国丘高校卒（柔道部・生徒会）
⬆裕福でないサラリーマン家庭の長男と
して育ち、公立小中高を卒業。

●明治大学法学部卒
　雄弁部【全関東学生雄弁連盟第47代委員
長／全国学生弁論討論交流会初代会長】
　カンボジア・旧ユーゴスラビア・阪神大震
災等でボランティア活動。

《職歴》
●関西テレビ放送（営業企画部・報道部記者）
⬆関西テレビの記者出身の森山は「徹底
した情報公開」が身上。

●芦屋大学客員教授
●羽衣国際大学客員助教授・非常勤講師

《公職歴》
●堺市議会議員
⬆森山が最初に取り組んだのが学習障害
（LD）親の会と一緒に「児童全員に学習
障害のことを知ってもらうパンフレット
づくり＆配布」。子どもと親の手づくり
原稿を教育委員会と協力して輪転機を
回し、堺市の全小学生に配布。

⬆森山の堺市議会での初めての役職が
行政改革特別委員会副委員長。

●大阪府議会議員
⬆森山が大阪府議会時代に「府内のCO2
排出量を算出・公開」を提言・実現。

●衆議院議員
　森山は内閣委員会筆頭理事として危機
管理や治安・犯罪対策を担当。
　その他、倫理選挙特委筆頭理事/文部科
学委理事/予算委/議運委/国土交通委/
　経済産業委/外務委/安全保障委/災害対
策特委/消費者特委など歴任
　超党派水制度改革議員連盟事務局次長

《立憲民主党役職》
●大阪府連代表
●災害・緊急事態局長（能登半島地震対策
本部事務局長）

●副幹事長/国対副委員長/選対副委員長/
役員室次長/企業団体交流副委員長/
　政務調査会内閣部会長/政治改革部会長
など歴任

《地域・団体活動》
●堺商工会議所/堺高石青年会議所シニア
クラブ/堺おおいずみロータリークラブ/
　堺市倫理法人会/日創研南大阪経営研究会
●堺市立三国丘中学校PTA 前会長
●榎太鼓会員

●妻子と向陵西町（榎校区）在住
●昭和46（1971）年4月8日金岡病院で
   生まれる

森山浩行 プロフィールと実績・政策

子どもた
ちの笑顔

と

       未
来のため

に

Hiroy
uki Moriyama

◎国際協力やNPOを
　支援する仕組みづくり

◎ひとりひとりにあった教育を

◎環境を「全体」として捉える

◎国民の生命と財産を守る～
　災害対策、防犯、被害者支援

◎格差社会を克服する～
　分厚い中間層を取り戻す

◎徹底した情報公開と
　機能する政府

◎水政策

◎地方分権・地域主権・
　中小企業を軸にした
　経済政策

◎伝統・文化とアニメーション
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「親ガチャ」親が金持ちでなけれ
ば子どもの進路の選択肢が大き
く狭まる現状を教育無償化で変
える。また、将来不安を払拭す
るため、教育だけでなく保育・医
療・介護など全世代のベーシック
サービスを強化し個人負担を安く
すること、不公平な税制を是正し
自由に使えるお金（可処分所得）
を増やす。

公文書や決定事項はもちろん、
政策決定過程も可能な限りオー
プンに。裁判における再審法改
正も推進。また公務員の給料を
下げ、数を減らすことを行政改革
とよんできた結果、コロナ禍や災
害時などの対応まで外部委託と
なって命に関わる事態に。
正規職員を軸に行政の縦割りを
整理して機能する政府へ。

《水の森山》のライフワーク。
大和川のそばで育ち、綺麗な水
への憧れが原点。
自治体議員時代は水源の複数
化を何度も提案、国会では水循
環基本法案を事務局長として書
き、成立後は超党派と立憲民主
党の水議員連盟を運営。水源、水
質、上下水道耐震化、流域治水、
小水力発電、下水汚泥発電、地下
水、災害復旧、ODAなど政策分野
は多岐にわたります。

「身近に感じられる範囲」に権限
をできる限り移す地方分権を強
力に主張。今回の地方自治法改
正は「いざという時国の言うことを
聞け、いざという時は国で決める」
というもので、20世紀に逆戻り。
再改正が必要。また、中小企業の
社会保険料の国庫負担を推進
するなど、中小企業や商店街の声
を経済政策に反映。

学校建設や楽器贈呈などに取り
組むとともにNPOと行政の協働の
仕組みづくり（市役所内にNPO
センター設置）のほか寄付税制の
拡大なども実現。
また、世界平和のためには国際交
流と国際協力が不可欠であるとの
信念で、60カ国以上の大使館と交
流し、議員外交を積極的に推進。

発達障害やコミュニケーションが
苦手な子等「その子にあった選択
肢をつくる」ことこそが社会の豊か
さ。不登校も選択肢で解決へ。文
科省の目標も「すべての子どもが
《学び》につながる」に変わりまし
た。また「政治・宗教・性・お金」に
ついての教育推進。

環境問題は人類共通の課題で
あり、リサイクルや低炭素技術開
発など個別政策の推進とともに
全体として捉えることが重要。

森山は内閣府防災や各都道府県
防災監や副知事と連携して与野
党を超えた働きをしライフワーク
として取り組み中。

また、内閣委員会で防犯、犯罪被
害者支援のほか、
カルト宗教、悪質
ホスト、AV出演
被害など法の
抜け穴を塞い
でいく仕事に
取り組んでい
ます。

森山浩行能登半島
震災インタビュー記事
（「経済界」9月号）


